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研究成果の概要（和文）：

本研究では小学校英語活動の開始年齢が、中学校における英語学習や情意面での発達にどの
ような影響を与えるかを調査した。2007 学年度から 2009 学年度に得られたデータの分析によ
ると、小学校英語活動の開始年齢が下がり、履修時間が増加すると、中 1 の英語力テスト成績
がリスニングを中心に全体的に向上し、さらに中２のみで実施したスピーキングテストスコア
も毎年大幅に向上した。しかしながら、情意面への影響はほとんど検出できなかった。

研究成果の概要（英文）：
This study investigated the effect of the starting age of English language teaching at elementary school

(ELTES) on students’ subsequent English skill development and their attitudinal changes at a junior high
school. The analyses of data obtained from 2007 through 2009 academic year revealed that as the
starting age of ELTES lowered, hence the amount of ELTES increased, grade 1 students’ English
proficiency test scores generally improved, especially in listening test. The results of the speaking test
conducted only in grade 2 showed that the score improved by a statistically significant degree each year,
as the starting age lowered. However, few differences were detected in their attitudinal domain over the
years.
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１．研究開始当初の背景
大阪府寝屋川市は、2004 年に内閣府構造

改革特別区域「小中英語教育特区」の指定を
受け、2005年度から 2007年度の 3年間の「英
語特区」指定期間にあわせて「国際コミュニ
ケーション科」を市内全ての小中学校でスタ

ートした。2005 年度は小学校 5，6 年で、週
１回ずつ年間 35 時間、中学校で通常の英語
授業（週 3 回）に加えて週１回ずつ年間 35
時間実施。2006 年度からは小学校 1 年生か
らの実施に踏み切った。実施時間数は低学年
（１、2 年）で年間 10 時間、中学年（3，4
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年）では年間 20 時間である。寝屋川市では、
国際化時代を生き抜く「国際コミュニケーシ
ョン力を備えた」子どもの育成を、「情報教
育」とともに大きな教育目標に掲げ、英語を
通して「発信型コミュニケーション力」の育
成を目指すことを「国際コミュニケーション
科」の目標としている。平成 23 年度から全
国で始まった、高学年週一回導入の英語活動
のさきがけのかたちと考えられる。

２．研究の目的
筆者はこの「国際コミュニケーション科」

（実質的には英語活動）の小学校への導入が、
どのような影響を中学生の英語学習に与え
るかを、英語スキル面・情意面の双方から観
察してみようと考えた。現行（平成 23 年度
から）の高学年週一回導入の効果と、将来的
に導入学年を下げていく場合との、双方の検
証がこの特区から可能であり、何らかの示唆
が得られると考えた。

３．研究の方法
（１） 英語力指標テスト
英語スキルを測る英語能力指標テストの

選定に当たっては次の４点を重視して選ん
だ。① 1 授業時間内（50 分以内）で実施で
きるもの。② 統計的に標準化されたテスト
であること。③ 日本の中学校の英語教科
書・教材の内容に準拠したテスト内容である
こと。例えば TOEIC Bridge 等は不可。④ 実
施単価があまり高価でないもの。

以上の条件を満たす種々の英語力指標テ
ストを調べた結果、ELPA 社（Association for
English Language Proficiency Assessment;
英語運用能力評価協会）の JACE(Junior
High School Assessment of Basic English)
テスト（Level 1;中１修了レベル～ Level 3;
中 3 修了レベル）が一番上記の条件に近いた
め採用した。このテストは「項目応答理論」
(Item Response Theory)に従って作成された
標準化テストで、内容は語彙・文法（22 問、
100 点満点）、リーディング（10 問、100 点
満点）、リスニング（18 問、100 点満点）、計
300 点満点を 45 分で解く問題である。ELPA
社 に よ る と 、 各 テ ス ト の 信 頼 性 評 価
(reliability estimate)は、クロンバックα値
でそれぞれ、Level 1（中１）=.81、Level 2
（中 2）=.81、Level 3（中 3）=.86 である。
費用は生徒 1 名あたり 300 円で、実施校の 1
年生から 3年生までのほぼ全員(n = 600-700)
が受験する。

（２）インタビューテスト
JACE テストに含まれないスピーキング力

を 測 る た め 、 簡 単 な 英 語 の 「 会 話 」
(conversation)テストと、渡した絵をもとに
自分でストーリーを考え、英語で自由に語る

「ストーリー・テリング」(story-telling)テス
トの二部からなるインタビューテストを実
施した。問題作成にあたっては、英検 3 級の
2 次テストの問題・評価シートを参考にした。
実施時間は２つあわせて 1 名約 7 分程度であ
る。インタビューテストの実施、及び採点に
際しては、研究分担者及び N 中学校の先生の
協力も頼み、3 名体制で実施した。インタビ
ューテスト実施には時間がかかるため、受験
を間近に控えた 3 年生や行事が多い 1 年生は
不可能であることが判明した。その結果、
JACE テスト結果が平均的なクラスを 2 年生
から１クラス選んで実施することとした。人
数は、毎年約 35 名である。

（３）情意アンケート及び英語に関する質問
情意アンケートは、過去のアテイチュード

（情意）、モチベーション（動機）研究の文
献・アンケートを参考に作成した 60 項目を、
パイロットテストで主成分分析し、23 項目
のコンパクトなものにした。これはホームル
ーム（10-15 分）等を使って短時間で実施で
きるようにという学校側からの要望に配慮
したためである。

さらに英語学習経験に関する質問（渡航歴、
英会話教室の経験など）も 7 項目加え、合計
で 30 項目となった。回答に要する時間は約
15 分である。情意アンケート項目について
は全て「1：全くそう思わない 2：そう思わ
ない 3：どちらとも言えない 4：そう思う
5：強くそう思う」の 5 択でマークシートに
回答してもらった。

（４）実施時期・形態について

2007 年度から 2010 年度の研究終了年まで、
寝屋川市立N中学校の 1年生から 3年生まで
約700名を対象に、調査を毎年学年末同時期、
3 月上旬に実施した。内容は、各学年とも上
記 JACE テスト、アンケートである。インタ
ビューテストに関してのみ、上述のように毎
年 2年生から１クラスを選び学年末に実施し
た。

４．研究成果
N 中学校側の都合で、2010 年度（2011 年 3

月）は、予定していたテスト・アンケートが
急遽一切実施不可能になった。従って 2007
年度から 2009 年度のデータ比較に於いて得
られた次のような知見を、2010 年度かわり
に実施した教員・児童・生徒に対するインタ
ビューをデータ解釈の参考に資して、研究成
果として報告したい。

（１）JACE テストによる英語スキル１年
生に関しては、語彙・文法、リーディング、
リスニングの３項目で 2009 年度の中１生が



3 項目全てで 2007 年度生、2008 年度生を上
回った。これらを説明する理由の可能性とし
て以下が挙げられる。
・小英開始時期が 4 年生になり、総履修時

間が 20 時間増えて 90 時間になったため。
・卒業後 1 年しか経過しておらず、小英の

経験がまだ効果的に働いているため。
・小中連携が以前よりスムースになってお

り、うまく中学校英語に適応しているため。
・2009 年度生が基礎学力に優れた学年で

あるため。
もちろん、研究側としては一番目の理由に

特に注目しているが、上記他の要因による影
響も否定することはできない。

（２）上記 JACE テスト結果の中でも、リス
ニングスコアが年次ごとに学力差があるに
もかかわらず、中学校 1 年生では毎年向上し
ていることは注目に値する。

（３）JACE テストに関して、２年生は 2008
年度生が全てで他の年度の平均を上回った。
つまり、小学校英語活動による効果は少なく
とも卒業 2 年後には見えにくくなっている。

（４）一方で、中２の 1 クラスのみを対象に
実施したスピーキング（インタビュー）テス
トでは、2009 年度生が 2008 年度生を、2008
年度生が 2007 年度生を有意なスコア差で上
回った。積極的に「話す」ことは、本来、寝
屋川市の国際コミュニケーション科のカリ
キュラムの大目標であるので、これが達成さ
れ、年々その効果があがってきている証であ
ろう。（２）の 1 年生のリスニングのスコア
の年次ごとの向上と共に、寝屋川市の小学校
英語活動の大きな成果である。

（５）JACE テスト 3 年生はリスニングを除
く全てで、小学校英語活動が一番少ない(0-12
時間)2007 年度生が、他年度を凌いだ。この
時点（卒業後 3 年経過）ではもはや小学校英
語活動の長期的効果を検証するのは困難で
ある。結果は、N 中の教員が語るように、2007
年度生が抜群に学力が高かったことを示唆
していると言えよう。

（６）情意アンケートに関しては、中１が「英
語学習に対する考え方」（5 項目)で 2008 年度
生が 2007 年度生を統計的有意に下回った以
外、中２，中３では両学年とも５要因 23 項
目で 2009 年度生、2008 年度生、2007 年度
生間で有意差はなかった。年次ごとに数値が
大きく変動することは、あまりなかった。

まとめると、今回の調査研究では、中学１
年における全体的なスコアアップ、特にリス
ニングスコア、中学 2 年におけるスピーキン

グスコアの 3 年連続の伸長が確認された。す
なわち小学校英語活動が、中学校 2 年生頃ま
で生徒のスピーキングスコア、中学 1 年生頃
までリスニングスコアに何らかの効果を及
ぼしていると考えてよかろう。年次ごとの得
点の増加は、開始学年の早期化（小４）や総
指導時間数の増加（90 時間）だけでなく、小
中連携の充実を意味するものと解釈するの
も可能であろう。一方、小学校英語活動で扱
わない語彙・文法力、リーディング力に関し
ては長期的な効果は認めにくい。また情意面
に於ける年次ごとの変化もほとんど検出で
きなかった。

従来の研究では、情意アンケートの結果に
関して、「順序尺度」(ordinal scale)（例：5：
強く同意する、４：同意する、３：どちらと
も言えない、２：同意しない、１：全く同意
しない）による回答を便宜上、「間隔尺度」
（interval scale）と見なし、スキルテスト結
果（間隔尺度）との相関を調べるのが主流で
あった。本研究では、アンケート結果を「ラ
ッシュ分析法」(Rasch Analysis)を使い標準
化した上で、「質問項目信頼性」 (item
reliability)、及び「回答者信頼性」(student
reliability)、「天井効果」(ceiling effect)など
をチェックしながら統計処理を行った。こう
した心理統計学的(psychometric)な手法を用
いた点でアンケートによって情意面ではこ
れまでと異なる知見が得られたと考えられ
る。
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